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療科を特化しない
親しみやすい名称に

診

　高知市中心部で在宅医療に

力を注いでいるかもだの診療所

は、2008 年 9 月に市川英明現

院長が先代から継承した。当時

の名称は「甲藤外科胃腸科」で、

古くから外来と在宅医療に取り

組んでいたが、継承を機に名称

を変更した。「診療科を限定せ

ず、より地域に密着した診療所

になろうと、親しみやすい『かも

だの診療所』に変更しました」

と市川院長は話す。

宅医療の質を保つため在
　在宅医療を提供するにあたっ

ての大きな課題の1つに 24 時

間体制がある。「どの診療所で

も、夜中にファーストコールを

受けてすぐに動くことは少ないと

思います。当院ではまず訪問看

護ステーションなどに朝まで待

てる状態なのかを見極めてもら

い、できるだけ日中に往診に行

くようにしています」と市川院長。

日中の往診で冷静に対応をとい

うその実直な診療姿勢が、ハー

ドワークを続けられている秘訣

であることがうかがえる。

　同院ではこれまで看護師であ

る夫人との 2 人体制で対応して

きたが、現在では 4 人の看護

スタッフもその対応にあたって

いる。連携する訪問看護ステー

ションの働きに支えられてきた

側面もある。「もちろん当院のス

タッフの意欲は高く、在宅医療

サービスの質へのこだわりもあり

ます。たとえば、対応できるスタッ

フが日中の訪問を行っており、

そこで在宅患者さんの病状をき

ちんと把握していますので、薬

の処方などで対処しておけば夜

間コールは少なくなります。現在

は、患者さんの重症化への対応

が 2 ～ 3 日に 1 回、夜間対応

は 2 週間に1 回くらいです」と、

スタッフの対応力が日々向上し

ており、今後も時間をかけてさ

らなるレベルアップを図りたいと

考えている。

知市の地域包括ケア
「じきいくネット」
高

　高知市には現在、8 診療所と

1 病院が連携体制を組む「じき

いくネット」が始動している。う

ち同院を含む 7 診療所が機能

強化型在宅療養支援診療所だ。

患者情報はクラウド上で共有し

ており、個人情報保護の観点か

ら、処置が終わり次第、情報は

削除している。また、毎月の定

例カンファレンスで情報交換を

するなど運営方法の改善に努め

ているという。

　複数の医療機関が関わること

への患者の不安については「患

者さんとの関係性がしっかりで

きていれば問題ありません。『ご

めんね。週末はおらんけど』と

言うと、『ゆっくりしてきてくださ

い』と言ってもらえます」と、訪
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院長　市川 英明　氏

1994 年近畿大学医学部卒業。同年～ 2002 年近畿大学医学部付属病院に在籍、
1995年～ 1996年国立大阪南病院に勤務。2008年 9月に現在の診療所継承し院長
に就任した。2012年 9月医療法人アーク・ケア設立。夫人の峰帆氏（写真左）は看護
師・救急救命士の資格を有し、スタッフとともに24時間在宅医療に取り組む。

問診療の継続で結ばれた市川

院長と患者とのつながりの強さ

がうかがえた。

確な症状コントロールで
在宅での看取りが可能に

的

　現在、訪問診療の患者は月

に 50 ～ 60 人、年間は 2015

年度で1,800人弱に上った。「高

知県は在宅での看取りはまだま

だ少ないですが、病院での治療

を終えたら自宅でゆっくり過ご

したい、自宅で最期を迎えたい

という患者さんがとても増えてい

ます。看取ったのは昨年度 1年

間で 43 人ですが、最近は病院

からの紹介が多くなっています」

と、在宅での看取りの増加が予

想されている。「症状コントロー

ルがうまくできる治療法がたくさ

んあるので、その普及に努めて

いきたいと考えています。老老

介護の方や独居高齢者もたくさ

んいますが、環境さえ整えれば

看取りは十分可能なのです」と、

患者の希望を叶えるための医療

の質の向上に余念がない。

域住民や職員に対する
思いやり

地

　職員の資質向上のための研

究会や発表会、さらに住民に

対する地域医療フォーラムも実

施している。後者は民生委員か

ら住民向けの勉強会を開いてほ

しいとの要望に沿ったもの。患

者家族を対象とした医療相談な

どは参加者も多く、地域の啓発

活動にひと役買っている。また、

趣味のギター演奏を生かして「お

もいつきバンド」に参加し、施

設での演奏会も行っている。

　在宅医療への取り組みで常に

気が抜けない職員に対しては、

「研究会の開催は勉強になる一

方、診療所の思いに応えなけれ

ばとの重圧にもなりかねないの

で、求めるものが大きくなりす

ぎないよう意識しています」と、

スタッフへの気遣いも忘れない。

　今年 12 月には、認知症対応

型デイサービスを開設する。「認

知症の方に地域で長く生活して

もらえるよう、症状を穏やかに

して進行を遅らせたり、症状と

うまく付き合いながら、その人ら

しく過ごせる場所を提供できれ

ば」と、地域で最期を全うする

ことができる環境の整備を描い

ている。

来を先読みした
情報提供に期待

将

　医業経営コンサルタントとは

主に患者満足度調査や前述の

デイサービス開設などで連携し

ている。「全国の医療動向や最

新情報はなかなか入手できない

のでありがたいです。在宅に関

する情報は経験的に把握してい

ますが、大病院では診療報酬

の変化でこういう流れになって

いるといった客観的な情報がほ

しい。今回の診療報酬改定で

は当院が行ってきた部分が評価

されたので、医療全体の流れと

ズレていなかったと感じていま

すが、4 年前、2 年前の改定か

らこういう流れに変わってきて

いるといった情報があれば」と、

将来を先読みした情報の提供

に期待が寄せられた。

家庭医（プライマリケア医）として、安心・
やさしさ・くつろぎを感じることのできる
質の高い医療、介護サービスが市川院長
のモットー 「おもいつきバンド」に参加し、施設で演奏会も
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